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問①
巡
回
バ
ス
の
利
便
向

上
と
、
玄
関
か
ら
玄
関

ま
で
運
行
の
安
曇
川
の

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
よ
う

に
、
必
要
な
時
必
要
な

所
へ
運
ぶ
「
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
」
を
提
案
し

た
い
。
先
進
地
で
は
、

高
齢
者
の
外
出
の
機
会

が
増
え
、
買
い
物
客
の

増
加
で
商
店
の
売
り
上

げ
も
上
が
り
、
町
の
財

政
支
出
も
削
減
で
き
た

と
効
果
が
出
て
い
る
。

当
市
で
も
検
討
さ
れ
た

い
。

②
Ｊ
Ｒ
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

答　
土
木
交
通
部
次
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

運
行
の
た
め
市
は
市
民
一

人
当
た
り
年
約
４
千
９
百

円
を
必
要
と
し
、
来
年
度

よ
り
市
の
負
担
軽
減
を
は

か
っ
て
い
き
ま
す
。
利
用

者
の
少
な
い
地
域
は
乗
合

タ
ク
シ
ー
も
研
究
し
ま
す
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備

で
は
安
曇
川
駅
は
高
齢

化
率
を
考
慮
し
、
国
庫
補

助
対
象
に
な
る
よ
う
要
望

し
、
マ
キ
ノ
は
駅
舎
整
備

時
に
、
他
の
駅
は
市
独
自

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。問　

国
民
皆
保
険
を
守

る
た
め
に

　

不
景
気
で
リ
ス
ト
ラ
や

収
入
激
減
に
苦
し
む
市
民

に
「
特
別
の
事
情
」
を
適

用
し
、減
免
措
置
を
図
り
、

資
格
証
明
書
は
発
行
す
べ

き
で
な
い
。「
措
置
要
綱
」

を
定
め
、
払
え
る
国
保
税

で
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度

で
あ
る
べ
き
だ
。

答　
健
康
福
祉
部
長

　
「
特
別
の
事
情
」
と
は

災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
場
合
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
又
資
格
証
明
証
の

発
行
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
税
の
公
平
な
負
担
の

確
保
を
図
る
上
で
今
後
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
保
の
運
営
は
国
の
助

成
金
等
を
除
き
保
険
税
で

賄
う
こ
と
が
原
則
で
あ
り

国
保
財
政
の
現
状
か
ら
、

国
保
税
の
引
上
げ
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

●
日
米
合
同
演
習
に
つ
い

て
●
都
市
型
訓
練
施
設
に
つ

い
て

問　
国
勢
調
査
の
結
果

が
速
報
値
と
し
て
示
さ

れ
、
５
年
前
に
比
べ
約

１
５
０
０
人
減
で
あ
っ

た
。

　

自
主
財
源
の
乏
し
い
本

市
で
は
、
歳
入
の
内
４
割

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が

人
口
が
減
る
こ
と
で
ど
の

程
度
減
額
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
歳
入
全
体
で
は
ど

の
程
度
影
響
が
あ
る
の
か

を
問
う
。

　

新
市
建
設
計
画
が
、
平

成
22
年
ま
で
人
口
が
増
加

す
る
と
推
測
し
た
上
で
作

成
さ
れ
て
い
る
。
市
の
将

来
像
の
指
標
と
な
る
計
画

は
、
見
直
し
が
さ
れ
る
の

か
を
問
う
。

　

今
後
、
生
産
人
口
の

減
少
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
若
者
定
住
策
及
び

少
子
化
対
策
を
、
市
の
抱

え
る
多
く
の
課
題
の
中
で

も
、
最
重
要
課
題
と
位
置

づ
け
対
応
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
と
し
て
の
姿
勢

を
問
う
。

答　
企
画
部
長

　

今
回
の
人
口
減
少
に

よ
る
財
政
面
で
の
影
響
予

測
に
つ
い
て
は
、
誠
に
残

念
な
が
ら
概
算
値
と
は
い

え
、
地
方
交
付
税
で
最
大

概
ね
１
億
８
千
万
円
と
大

幅
減
額
が
予
測
さ
れ
、
当

市
財
政
に
と
っ
て
大
き
な

痛
手
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
右
肩
上
が
り

か
ら
、
一
定
の
減
少
傾
向

な
ど
の
人
口
推
計
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
現
下
策

定
中
の
市
総
合
計
画
の
中

で
、
必
要
な
修
正
検
討
等

を
考
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
喫
緊

な
地
域
的
課
題
と
し
て
の

特
色
あ
る
若
年
層
の
定
住

環
境
の
整
備
、
更
に
魅
力

に
富
ん
だ
子
育
て
支
援
策

の
展
開
等
に
つ
い
て
は
、

関
係
各
方
面
や
財
政
計

画
等
と
の
調
整
を
図
り
つ

つ
、
適
期
・
適
切
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
努
め
た
く

存
じ
て
お
り
ま
す
。

国勢調査の結果
を受けて

駒井　芳彦議員

乗り合いタクシー
を提案

福井　節子議員

ふれあいバス


